
 

科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 ２年 後期 

授業科目 小児保健学 

選択／必修 必修 単位数（時間数） １単位 １５時間 授業形態 講義 

担当教員 濵園 環  

メールアドレス t-hamazono@tsuruga-nu.ac.jp  オフィスアワー 
事前にメールで確認

必要 

 

授業目的 

我が国における母子保健の歴史的変遷や母子保健統計指標、母子保健行政や施

策について理解し、母子保健の今日的課題について理解を深めるとともに、健康

な子どもの日常生活への支援について学ぶ。 

授業概要 

・母子保健の歴史的な変遷と母子保健統計、ならびに母子保健行政や施策の現状

と課題について学ぶ。 

・子どものヘルスプロモーションとセーフティープロモーションの概要について

学び、児童虐待など小児の視点での課題を考察する。 

・健康な子どもの日常生活への支援について実践的に学ぶ。 

 

授業内容 

第１回 子どもの健康を支える社会環境 

第 2回 母子保健施策・子どものヘルスプロモーションと法・制度 

第 3回 子育て支援サービス・予防接種・子どもの事故 

第 4回 特別支援教育・医療的ケアの現状・学校保健安全法 

第 5回 子どもの日常生活への支援(食事)※課題①(離乳食のレポート) 

第 6回 子どもの日常生活への支援(排泄・衣生活)※演習 

第 7回 子どもの日常生活への支援(遊び)※課題②(おもちゃの作成) 

第 8回 まとめ 

教科書 

参考書等 

【教科書】 

系統看護学講座専門分野Ⅱ小児看護学[1]小児看護学概論･小児臨床看護学総論 

第 14版 医学書院 2022 

【参考書】 

・厚生統計協会編･発行；厚生の指標 増刊 国民衛生の動向 

・『小児看護学Ⅰ(概論・看護技術) 改定第4版_二宮啓子・今野美紀編(濵園環分

担執筆),「南江堂」2021年 



 

成績評価 

基準・方法 
試験 60％、課題 40％(課題①20％・課題②20％) 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 
この科目は小児看護学実習の履修要件科目である 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての小児病棟および NICUでの臨床経験を活かして、子どもの健康に

かかわる現状と課題、行政の政策等について講義を行う。 

 


